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糸
紬
は
､
東
北
本
粗
品
洋
尻
僻
ミ
奥
羽
挽
縄
事
輝
TJ
船
越
紺
で
あ
本

州
城
跡
銭
造
り
1
つ
で
､
延
長
約
三
iJ
F
雌
牛
､
こ
の
内
果
畔
尻
大
洗
拷

問
十
五
雌
飴
は
米
独
官
糾
し
'
柿
平
大
洗
洋
間

二
十
二
耶
蝕
み
四
娘
ミ
印

し
､
西
軸
は
大
正
六
年
九
月
起
工
､
米
紙
H_
同
八
月
先
口
辿
工
､
東
田
耐

軸
外

一
隅
問
の
エ
事
故
成
す
る
V
北
ハに
順
次
9.L･･:難
を
開
始
し
ー
昨
申
十
月

二
十
五
EI
東
独
和
賀
仙
人
ー
大
瀧
拷
問
の
閃
光
に
次
ぎ
､
十

一
月
十
苅
H

関
税
陸
中
川
尻
大
兜
畔
問
の
竣
功
に
依
り
､
滋
に
魚
-
本
紙
の
開
通
を
見

る
'1
一生
つ
寸.卜
･-
り
で
ハ
拙
～エ
以
水
七
血
･有
飴
の
故
月
,払y陶
L
樋
脇肌
弛れ粗
桁
叫



九
山汀
山恥
的
川･P
拡
=蝕
M刑
･,..4投
じ
仙払
拭
さ
れ
i-1･J
G
]で
あ
る
0

本
軸
二
部
旭
行
rP
W
叩独
り
節
混
和
光
川
根
放
け
,a
.水
り
朋
,〟,)的私
り
i･1邸

7
称
な
-
寸
､
非
枠
側
喋
り
厄
に
骨
か
､
又
仙
人
峠
払
拭
-
姫
長
的
千
七

甘
六
十
六
帆
蝕
の
仙
人
批
泣
H_
､
本
紙
路
坤
助
長
の
も
り
で
.

灘
締
尻

1

坑
門
附
妃
の
地
質
枕
別
で
む
つ
i
ト

が
､
叔
登
り
努
刀
に
ょ
り
串
ひ
に
エ

野

中
跳
域
の
災
低
み
免
れ
終
ii｡

納
級
地
方
の
吻
産
私
塾
ぐ
れ
げ
新
供
､
木
材
､
屈
性
及
び
金
､
銅
､
牧

野
で
､
驚
骨
鋸
､
見
立
､
平
の
始
､
卯
板
倉
､
長
粒
､
凍
石
､
毅
浮
､
土

州
等
の
孤
山
が
み
ろ
｡

木
板
路
は
山
間
仰
陣
の
地
奴
な
通
過
し
､
銘
脚
啓
跡
そ
し
て
は
梯
川
日

僻
附
妃
の
笠
粒
ー
陸
中
川
尻
僻
よ
り
五
沈
み
距
ろ
･H
蹄
の
排
天
瀬<
+,/)の
外

特
に
枇
銭
す
べ
与
,も
の
が
な
い
け
れ
../)も
､
料
紙
の
風
光
は
極
め
て
明
細

で
め
っ
て
'
就
中
和
紀
佃
人
､
陸
中
川
尻
間
の
八
耶
_ユ
山
蕗
曝
流
布
離
し

棋
油
布
膳
に
放
す
ぁ
ミ
ニ
ろ
淡
路
定
飴
曲
折
L
t
串
･欝
に
映
す
ろ
山
容
水

潜
り
撞
北
椀
ま
り
な
い
｡
肺
に
晩
秋
_こ
け
満
山
燕
-
霜
に
沈
み
､
罷
彩
燦

机
だ
し
て
伽
醐
在
綴
り
弟
孤
言
ふ
べ
か
ら
ざ
る
も
り
が
み
ろ
O
仰
陸
中
川

尻
附
虻
に
み
tc
協
川
､
均
本
の
,;1
泉
に
､
本
租
泣
階
級
唯

l
り
氾
見
場
で

あ
る
O

本
紙
の
公
地
_二
伸
ひ
､
交
池
上
_こ
及
ぼ
す

好
印
判
糸
の
削
み
輩
げ
て
見

ろ
せ
､
仰
誠
弘
前
間
に
お
い
て
如
北
本
紋
常

春
則り
に
比
L
六
雌
六
分
､

瞳
羽
本
紙
射
り
に
比
し
十
四
;j
七
分
､
仙
露
秋
田
間
に
お
い
て
ほ
陸
羽
布

軸
組
リ
に
比
し
十
四
雌
七
介
､
発
弾
盛
岡
聞
_こ
お
い
て
ほ
東
北
本
紙
姻
リ

ーこ
比
L
三
収
入
分
､
障
羽
本
線
細
り
に
比
L
二
十
七
撃

二
分
私
感
締
す
る

雑

報

:
亡
が
m
H水
あ
か
ら
/･
l･別
姓
り
ルW
㍍
附
虻
及
び
北
ハ小
川川
に
耽
る
各
節
各
先

鶴
.1こ
お
い
て
_ユ
山東
池
上
聖
火
の
川
仙北
心か
pIi教
tc
げ
か
1-
ノで
な
く
..
･不
絞
泣
給

紙
よ
り
出
ず
ろ
聞
物
､
新
供
そ
の
他
の

胸
産
の
銑
故
を
樹
柑
敵
地
に
L
紺

潜
上
手
-
ろ
桝
ら
利
益
去
L

大
叱
る
も
り
が
あ
る
で
わ
ら
う
｡

(蚊
池
朝
雄
放
同
調
蛮
)

○
本

邦

在

留
支

那

人

の

状
態

大
正
十
三
年
七
月
宋
現
在
_こ
お

け
る
在
留
支
那
人
げ
､
組
数

〓
ハ
､
五
二
九
人
で
め
っ
て
そ
の
内
懲
居
留

地
在
留
瀞
五
､
七
二
五
人
､
そ
り
以
外
の
在
留
瀞

1
0
､
八
〇
四
人
で
わ

つ
て
､
IJれ
み
職
業
別
に
見
ろ
tJ
大
船
去
り
放
り
で

あ
る
O

各
押
野
葉
蘭
三
､
八
〇
〇
､
公
雅
長
､
蝉
生
､
銀
行
､
骨
恥
､
店
虫

そ

の
他
の
JTru内
業
か
令
ぜ
て
こ
､
五
〇

U
人
､
加
悦
(
大
部
分
家
族
)四
､

三

〇
〇
人
､
労
働
額
六
､
0
0
'3
人

で
あ
っ
て
､
労
働
瀞
H_
金
在
留
瀞
竺
二

割
五
分
に
潜
っ
て
梓
あ
｡

次
ぎ
に
支
那
人
租
税
的
分
布
の
､
状
況
ね
こ
が
す
亡
､
兵
揮
煤
の
四
､
九

閥
〇
人
祐
叔
多
1)
し
て
､
北
京
､
大
阪
､
剛
奈
川
､
長
崎
の
恨
序
で
､
脅

森

､
仲
川山
の
三

振
か
除
き
各
艇
肝
燐
,1
お
よ
ぷ
も
宮
人
以
上
の
も
の
け
､

光
栄
､
安
部
､
大
阪
､
酬
奈
川
､
奥

様､
長
崎
､
千
非
､
愛
知
､
舞
曲
ー

捕
岡
の
十
府
臓
で
､
さ
ら
に
弊
榊
潜
の
百
人
以
上
O
-
ら
_ユ
有
り
う
ち
､

光
栄
､
京
都
､
大
阪
､
帥
奈
川
､
長
崎
､
愛
知
の
七
府
帖
で
み
ろ
O

支
那
人
の
労
伽
に
怯
J
て
t
､
明
拍
三
十
二
年
七
月
勅
令
鰐
三
五
舵
に

ょ
り
､
粒
氷
り
居
留
地
､
靴
店
地
外
に
あ
っ
て
托
､
行
政
官
鵬
の
許
可
か

質
す
tc
l
'ミ
に
制
限
ぜ
ら
ろ
ゝ
W
こ
ろ
で
わ
あ
が
､
前
記
弊
伽
静
数
約
六

〇
〇
〇
人
申
居
留
地
雑
居
地
に
威
す
ろ
J
の

l
､

四
〇
〇
人
､
そ
の
以
外

一三
舛

六
七



地

球

にニ
燐
す
る
も
の
拠
.
六

〇
〇
人
で
あ
る
｡

以
僻
地
縄
付
地
在
村

敬

i
=
･Ti軸
組
尉
地
り
謂
舵
が
む

つ
ii.り
は
､
水

封
p
大
粒
､
椛
潰
､
紳
戸
､

長
崎
の
五

都
市
で
､

そり
在
留
支
那

人
組
数

は
滋
､
七
二
五
人
､
そ
り
和
光
に
､
各
榔
肘
に
よ
っ
て
t.･･Jれ
′
ぐ
ー
特
色
が

み
ろ
.
い
よ
各
地
.1ニ
非
漉
し
人
E
t.り
比
純
的
多
数
り
も
り
み
掲
げ
ろ
せ
､

将
莱
噺
は

封
易
潤
､
北
龍
課
で
､
野
佃
額

に
あ
つ
て
は
料
以
1
m
裏
.4
よ

び耗
紐

粒
米
静
で
み
ろ
｡

尉
m山
地
紺
E=地
外
衣
.P.
瀞

E
=田
地
緋
.i=ユーk
外
祁
留
支
那
人
_
'
そ
り

数

一
〇
ー
八

〇四
人
的
､
各
抑
静
莱
額
三
二

五
流
人
､染
地
九

二
ハ
人
､

鈍
行

ー
骨
牡

､
約
倍
負
五
〇
凹
人
､
無
根
の
家
族
そ
の
他

一
､
六
三
!
入

野
仙
郷
凹
､
五
九

八
人で
わ
ろ
｡

幹
部
静

各
鮮
来
聴
中
立
な
る
も
り
_
p
貿
易
的
､
料
班
店
J.
規
淀
叢

:I-R
服
行
満
額
で
妹
に
拠
他
行
拘
り
如
き
に
公
団
に
分
布
し
て
そ
の
数

f
/

二
六
六
人
払
許
し
､
仝
野
郎
額
竺

二
分
り

一
蝕
む
占
む
~
な
は
傘
ー細
雪

llfl純
ー
邪
教
､
支
那
崩
神
聖
仰
純
も
州
常
の
数
を
ボ
L
､
各
柿
行
摘
私
流

許
す
a
F,二

､
七
六
E
I人
で
皆
茄
称
の
年
数
以
上
tこ
お
よ
ぶ
｡

こ
れ
撃
仰
梢
人
の
多
-
t‡
親
方
TJ
糾
す
ろ
も
り
に
率
ぬ
ら
れ
ー
狭
陥
な

家
尾
に
多
数
北
ハ同
地
給
む
な
し
析
出
上
風
紀
上
TJ
か
-
閃
概
ね
想
槌
す
る

鵬
が
め

り
､
し
か
も
開
封
が
即
日
-
な
い
ミ
耽
ち
に
臼
由
野
側
背
に
欝
ず

る
似
内
が
わ
,{･
｡
叉
妃
総
地
方
に
お
け
る
跳
躍
蓑
潜
は
他
に
比
し
て
辞
し

-
多
数
.1
上
り
ー

同
地
ガ
阿
倍
業
瀞
_‡
‥
れ
が
L
i
め
に
少
-
な
い
彩
甥
か

授
け
て
お
ろ
0

分
脚
都

.肘･･F_
仙
椎
.t･拍
外
=-ガ
脚
瀞
放
凹
､
小皿
九
八
人
り
分
小仰
状
況
か

節
三
番

節
二
雛

萱

0

未
見

見
ろ
9,'
墾
朋
の
1
四
､
や

二
六
､
大
阪
九
六
六
､
典
侍
四
五
八
､
愛
知

四
六
四
ー
榊
奈
川
凹
二
三
､
紫
郎
二
九
九
､
長
崎

f
〇
二
人
が
そ
の
丑
な

も
り
で
､
そ
の
他
.1こ
け
甘
人
以
上
に
･E
る
も
O
が
な

'.,,
新
婦
p
埼
玉
､

純
水
､

LZ粘
り
仲
七
蟻
に
は
公
然
そ
り
倍
仕
ら
な
い
J
の
が
あ
る
｡
即
ち

現
在
立

那入
野
仰

瀞
の
満
潮
地
域
は
前
靴
墾
=i
以
下
七
府
焔
で
あ
る

1)
い

っ
て
よ
い
｡

雛
瀞
よ
り
見
れ
ば
1
m
滋
賀
潜
り
1
'
七
セ
〇
､
料
加
徒
弟
懸
り
7
､

三
六
加
､
土
工
仲
仕
人
夫
の
九
光
滋
､
坪
脱
光

統
職
G
二

五
〇
な
ど
が
そ

の
説
花
も
G
T.で
､
そ
の
他
ほ
い
.つ
れ
-･甘
銘
に
充
iI
稚
い
O
L
か
し
て
右

?

っ
ち
班は
髭
.料
班
ー
お
よ
び
裁
縫
絶
弟
瀞
の
火
部
分
は
支
那
人
件
莱
静
に

佐
川
yuれ
p
生
家
に
尉
任
す
ろ
J
の
で
あ
る
か
ら
ー
わ
が
樋
野
柳
報
せ
各

詣
鮮
地
軸
典
_こ
し
て
交
渉
締
純
な
ろ
J
､
土
工
､
仲
仕
入
党
､
旅
枕
大
串

は
そ
り
静
物
秘
所
が
わ
が
関
野
蜘
新
TJ
共
起
で
み
ろ
か
ら
ー
そ
G
l約
係
も

耽
接
で
あ
っ
て
支
那
入
野
肋
間
艦
IIJ
L
て
最
も
丑
姿
む
部
分
払
占
め
ろ
O

L
か
し
そ
切
出
析
批
腰
は
前
拙
下
級
行
商
人
ぜ
大
益
が
tf
い
｡
.

(祉
骨
局
弊
働
訣
別
沓
U

O
本
邦

農

産

物

の
組

償

額

大
正
十
年
成
り
維
計
･1
よ
れ
ば
教
団

の
鵜
箆
は
組
桁
約
数
拾
拭
低
山(
千
鶴
図
.1
し
て
光
歩
は
其
七
〇
%
に
常
る

之
ね
柵
別
す
れ
ー

舵･:
.lj肯

丹
)

北
ハ他
の
食
ハ用
作
物

特
m川作
物

六
二
･

〇l
%

八
｡

〇八
%

1
〇
･
二
二
%

ご
∵
九
州門
以ル



);{

･ril-

仙
棚

;-
1
作

的

仙‖
ホ
耐

二

･
∩

)九

〃

〃

7
･
〇

八

.6
バ

〇
･
7
7
%
.

7
二
･五
六
%

則
ち
､
光
TJ
酌
TJ
が
虫
な
る
飽
作
物
で
､
奔
_
こ
れ
に
つ
い
で
ゐ
ろ
の

で
み
ろ
が
､
内
地
光
は
旺
氷
内
地
の
緬
嬰
に
不
足
す
る
_二
第
め
_こ
､
移
入

光
に
.S
i氾
さ
れ
て
揺
る
､
そ
,
)で
=LY黙
り
太
宗
i1
ろ
米
作
は
光
も
茶
利
の

批
糾
.1
位
か
れ
､
や
が
て
､
段
柑
披
終
り
幣
が
拭
い
句
で
み
ろ
が
､
大
位

耽
閥
で
は
光
り
脚
坪
が
多
す
ぎ
ろ
､
判
緋
の
加
古
二

人
潜
り
の
年
脚
部
に

岱
_こ
六
斗

1
升
八
分
で
あ
る
り
に
､
内
地
人
は

1
石
七
升
7i<;
外
在
附
訳
す

る
､
腿
作
粘
奨
捌
L

､
緋
食
T仲)で
～
め
や

言

は
日
下
の
魚
油
で
あ
る
｡

○

ス

恩
威

越

河

の
摘

下

絵
兆
ス
エ
ズ
柾
河
池
拍
船
舶
の
叔
拓
吃

水
代
三
十

1
呪
(九
光
E
i
I
五
)
,..･<
り
L
が
大

正
十
四
年

1
月

!
日
よ
り
三
十

二
沢
にこ
相
加
で
ろ
二
三
1
決
･.粧
せ
リ
ー
さ
れ
.･/)も
p-I
-
桝
に
ょ
れ
1

7
九

二
五
年
末
ま
で
_こ
け
越
河
の
珠
水
ね
三
十
六
帆
ま
で
掘
下
げ
､
巧
>_
ス
タ

ニ
ア
ーサ
p
ン
ピ
ッ
ク
､
又
は
マ
セ
ス
ナ
ッ
ク
鵬
等
三
溝
五
六
千
棚
級
の
船

舶
望
父
由
.1二
品
生
む
か

ら
し
め
ん
ミ
て
折
角

工
串
み
急
ぎ
居
ろ
由
な
り
O

O
印

度

の

国
勢

調

査

丁
九
三

年
に
行
は
れ
i
l印
度
幽
静
別
壁

は政
江
_こ
至
り
漸
-
仝
郡
公
来
さ
れ
ii
､
印
度
の
絶
入
ロ
ーユ
三
億

1
千
八

甘
九
十
四
i=1:
二
千
_叫
甘
八
十
人
で
ー
内
英
紙
地
の
人
口
.･iェ
非
七
胡
七
分
ね

占
め
二
四
七
ー
〇
〇
三
､
二
九
三
人
で
､
珊
訴
邦
の
人
口
は
七

l
､
九
三

九

]
八
七
人
即

二
割
三
分
か
占
め
て
ゐ
あ
､
関
し
て
人
口
の
相
加
傘
_ユ
十

情
咋
約
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